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近代京都の歴史 GISのための地理空間情報の整備

矢　野　桂　司

Ⅰ．はじめに

1980 年代後半から 1990 年代前半に起こった地理情報システム（GIS：Geographic Information 

Systems）革命からすでに 4半世紀が経過した。その間、GISのシステムの Sが、サイエンスの Sへ
移行し、地理情報科学（GISc：Geographic Information Science）が確立する 1）。そして、GISや GISc

は、地図を扱う様々な学問分野に浸透していくとともに、携帯電話やインターネット上のデジタル
地図を通して社会全般に広く普及していくことになる。
地図と大きく関わる地理学においても、GISは地図描画の基本的なツールとして用いられるとと
もに、新たな地理空間情報の可視化や空間分析の適用などに大きな影響を与えてきた。GIS革命以
降の、地理学における GISの受容は、計量地理学の復活として、さらには自然地理理学と人文地理
学の連携としてとらえられたが 2）、歴史地理学の分野においても、近年、歴史 GISとして、過去の
景観復原の強力なツールとして用いられ始めた 3）。
こうした歴史 GISの発展は、人文学分野における情報技術革新として、デジタル・ヒューマニ
ティーズ（DH: Digital Humanities）という新たな学際的な研究分野の一環としても認識されつつあ
る 4）。すなわち、人文地理学、歴史学、芸能史、芸術学、文学などの人文学においてもテキスト、イ
メージ、音声、動画などのデータベースが蓄積され、それらが GIS を介して、時空間上に配置され
ることで、時空間的視点を有した学際的な新たな人文学研究の可能性が期待されている 5）。
とりわけ、このような GISをベースとした過去の地理空間情報を活用した研究は、歴史学者や人
文学者が空間的視点を取り入れる形で、近年、空間人文学（Spatial Humanities）、地理人文学（Geo-

Humanities）、空間歴史学（Spatial History）といった新たな研究分野を創出している。すなわち、歴
史 GISは、地理学と歴史学の融合だけでなく、GISを介しての人文学全体の融合を促進していると
もいえる 6）。
地理学は、古くから、地表面の様々な自然事象・人文事象の状態およびそれらの相互関係を複合
的・総合的な視点から、地図を用いて記述・説明・予測してきた。現代においては、そうして得ら
れた地理学の知見を、環境保全、防災・減災、地域の持続可能な開発、社会的公正などに役立てる
ことが地理学の研究・教育における重要な目的となっている 7）。それゆえ、地理学は、そのような
学問的特徴からも、他の学問分野との連携を得意とする。さらに、GISにより地理空間情報の活用・
公開・共有は、地理学自身の発展とともに、他の学問分野との連携を急速に促進させてきた。こう
した背景としては、図書館などで、現物を閲覧・コピーしなくてはならなかった紙地図や空中写真、
統計書などの地理空間情報がデジタル化され、ICTの普及によりインターネットを介して、だれも
が容易に閲覧できるようになったことも大きい。加えて、地図や空中写真などの地理空間情報は、
GISによって、Web上での公開、現在の地図との重ね合わせなども行われるようになった。
欧米では、英国の Great Britain Historical Database Online、米国の National Historical 
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Geographic Information System（NHGIS）など、歴史 GISの大規模なデータベースが構築・公開
されている 8）。
日本においても、近年、国土地理院が「地理院地図」で、過去の空中写真などを公開し、さらに、
筑波大学の「歴史地域統計データ」、立命館大学の「バーチャル京都」、東北大学の「外邦図デジタ
ルアーカイブ」、埼玉大学の「今昔マップ on the web:時系列地形図閲覧サイト」、国際日本文化研究
センターの「考古学 GISデータベース」、農業環境技術研究所の「歴史的農業環境閲覧システム」な
ど、個別に歴史 GISのデータベースが構築され、Web公開されている。そして、国立国会図書館の
「近代デジタルライブラリー」や京都府立総合資料館「京の記憶ライブラリ」をはじめ、国や自治体
が所有する過去の地理空間情報もデジタル化され、多数Web公開されはじめ、学際的な教育・研究
分野での活用が期待されている 9）。
筆者は、これまで歴史都市京都を対象に、様々な地理空間情報を収集し、それらを教育・研究に
活用するためのプラットフォームとして、「バーチャル京都」プロジェクトを展開してきた 10）。その
中で整備を進めてきた、京都に関する地図や空中写真、統計などの地理空間情報は、地理学はもち
ろん、古代史、都市史、建築史、芸能史、都市計画などの分野、さらには、歴史学、文学などの分
野にも活用され始めた 11）。
特に、明治・大正・昭和初期の近代京都の都市に関する研究は、歴史地理学や近現代史に限らず、
都市計画史や行政史学など様々な分野からの研究が見られる。それらの研究の共通の基礎資料とし
て、近代京都の地図、空中写真、古写真などの地理空間情報が極めて有効で、事実多く活用されて
いる 12）。さらに、行政や一般市民も、そうした地理空間情報に強い関心を持っていることも明らか
である。しかし、それらの多くは、紙地図としての利用であり、Webを介してのそれらの地図の共
有を前提としていない。
そこで、本研究では、GISをベースに構築されたバーチャル京都における、特に、近代京都の地
理空間情報の整備状況とそれらの活用事例を示すことを目的とし、それらのWebを介しての共有シ
ステムを紹介する。

Ⅱ．近代京都の地形図

戦前の京都盆地をカバーする近代測量に基づいた中縮尺の地図としては、明治期の仮製地形図（仮
製図）が最初である。この地形図は、関東では迅速図、関西では仮製図と呼ばれる 2万分の 1の縮尺
のもので、1884 ～ 1889（明治 17 ～ 22）年に大日本帝國（旧陸軍）陸地測量部によって作製されたも
のである 13）。しかしながら、これらは三角測量ではなく、平板測量によるもので、その後、明治後
期に、三角測量による 2万分の 1の正式地形図（正式図）が作製される 14）。京都でも正式図が作成さ
れ、「京都北部」（明治 42 測図）と「京都南部」（明治 42 測図）がそれぞれ大正元年に発行された。一
方で、1890（明治 23）年から日本を覆う基本図の縮尺が 2万分の 1から 5万分の 1に変更され、京都
でも大正 2年測図の 5万分の 1地形図「京都西北部」、「京都東北部」、「京都西南部」、「京都東南部」
が、大正 3年に発行されることになる。その後、戦後までにそれぞれ年次が異なるが、部分修正や
加筆がなされ数回発行される。また、発行時期が逆転するものの、「京都西北部」、「京都東北部」の
5万分の 1地形図に関しては、1910（明治 43）年測量のものが 1916（大正 5）年に発行されている。
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なお、戦前の 1万分の 1地形図に関しては、明治期には要塞地帯を、そして大正期には陸軍演習
場を対象に作成されたが、昭和期には京都を含む各大都市でも作成されることになる 15）。京都では
1938（昭和 13）年測量で、「京都南部」、「京都北部」が 1940（昭和 15）年に 1度発行されている。こ
の他、10 万分の 1縮製図（近傍図）の「京都」が 1917（大正 6）年測量、同年発行で作成されている。
ここでは、GISを用いて、最も古い地形図である仮製図上に、過去の京都の市街地とされる、平
安期の条坊制の境域、近世の洛中の範囲である御土居の位置を重ねてみることにする（第 1図）。鴨
川と桂川の間にある平安京域は、中央北に位置する宮域（大内裏）とその南に走る朱雀大路を境とし
て、大きく東側の左京（洛陽）と西側の右京（長安）に分けられる。平安前・中期頃の市街地は、左
京の方がやや密度が高いとしても、右京西南部を除けば、左・右京全域に及んでいたが、平安後期
には、市街地はほとんど左京に展開し、右京には田園に帰した部分が多かったとされる 16）。さらに、
豊臣秀吉が天下統一を成し遂げた後の 1591（天正 19）年に、都市改造の一環として、外敵の来襲に
備える防塁と鴨川の堤防として築いた御土居を重ねた。近世では、この内側を洛中、外側を洛外と
呼び、街道の出入り口の要所には、三条（粟田）口、鞍馬口、丹波口などの七口が置かれた 17）。
仮製図に黒塗りで描かれた明治中期の市街地は、鴨川の西側では、御土居の内側、とりわけ、平
安京域の大内裏と左京（洛陽）に対応していることが分かる。そして、近世以降、鴨川東岸の三条通
や祇園地域に市街地が拡大していたことが推察される。また、市街地の周辺の平安京域の右京や洛
中北部では、田や畑地が広がっている。
次に、明治後期の京都盆地を覆う仮製図と正式図の比較を行う。これらの地形図の図歴は第 1表
のようにまとめられる。仮製図では「京都」、「伏見」、正式図では「京都北部」、「京都南部」となり、

第 1図　2万分の 1の仮製図と平安京域と御土居の重ね合わせ
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それぞれ図幅名と範囲が異なるうえに、仮製図では、測量、修正測量と発行日が異なるものが複数
みられる。仮製図の「京都」に関しては、図歴リストから発行年月日が全く同じものが 2種類ある。
さらに、「伏見」の場合は、図歴から 3種類あり、明治 22 年測量のものが 2つ、明治 30 年修正（測
量）のものが 1つで、前者は明治 25 年 10 月 29 日発行と明治 28 年 9 月 1 日発行である。このように
図歴リスト番号が異なることは、描かれている情報が異なることを示唆する 18）。
幕末時に京都の市域は、概ね二条通を境として上京・下京と呼ばれ、1868（明治元）年には、上京、
下京を上大組、下大組と称し、翌 2年には三条通を境として、上京 33 番組、下京 32 番組とされた。
また、その周辺の山城国 8郡は、1871（明治 4）年に京都府に編入された。そして、1879（明治 12）年
に「郡区町村編成法」によって、上京、下京は、周辺の葛野郡の村の一部を編入し、2区に分けて上
京区、下京区が編成された。その後、周辺のいくつかの村を区に編入しながら、1889（明治 22）年
に、上京区・下京区に市制が施行され、京都市が発足した。市制特例により市長は置かず、1898（明
治 31）年までは市長職務は府知事が行うこととなった 19）。
それゆえ、この仮製図は、ちょうど京都市の市制がひかれた 1889（明治 22）年当時の状況を示し
ていることになる（第 2図）。また、特徴的な景観要素としては、御所や二条城、西本願寺や東本願
寺、東寺などの大きな社寺がみられ、鉄道では、1877（明治 10）年 2月 5日全線開通の京都・神戸駅
間と、1880（明治 13）年に逢坂山経由で大津駅（現在の浜大津駅付近）まで延伸された東海道線がみら
れる。
山田 20）は、仮製図の「京都」、「伏見」、「淀」の図幅をつなげて、1889（明治 22）年頃の土地利用
図を作成し、明治中期の京都の景観を描いている。そして、当時の上京・下京からなる市街地の範
囲を特定するとともに、上京の市街地にはかなりの面積の空地が存在することを確認し、それら多
くが、幕末維新期に諸大名の藩邸があった場所であることを指摘している。そして、旧体制の崩壊
と東京遷都の影響からまだ立ち直れていない京都の状況を象徴していると述べている。
中縮尺であるが仮製図と正式図の比較を行うことによって、明治中期から後期にかけての京都の
景観の急激な変化を看取することができる。ただし、仮製図と正式図では図郭が異なり、測量方法
も異なる 21）。また、前述のように仮製図には図歴が異なるものが複数あり、「伏見」に関しては、図
歴コード番号 jk2315（明治 22 測量・明治 25 年 10 月 29 日発行）と jk475（明治 30 修正・明治 30 年 10 月
30 日発行）で違いがみられる。その違いは、鉄道敷設やその周辺の建物形状が一部変化するが 22）、市
街地の範囲の違いはほとんどみられない。そこで、ここでは、「京都」jk2305（明治 22 測量・明治 25
年 3 月 29 日発行）と「伏見」jk2315（明治 22 測量・明治 25 年 10 月 29 日発行）の仮製図をつなげたも
の、「京都北部」s1166（明治 42 測図・大正元年 8月 30 日発行）、「京都南部」s1167（明治 42 測図・大正

第 1表　京都の仮製図と正式図の図歴
図幅名（図歴コード） 測量／修正年 発行年月日

仮製図

「京都」jk2305 明治 22 測量 明治 25/03/29（コピー）
「京都」jk502 明治 22 測量 明治 25/03/29（印刷図）
「伏見」jk2315 明治 22 測量 明治 25/10/29（コピー）
「伏見」jk2660 明治 22 測量 明治 28/09/01（コピー）
「伏見」jk475 明治 30 修正 明治 30/10/30（印刷図）

正式図
「京都北部」s1166 明治 42 測図 大正 01/08/30（印刷図）
「京都南部」s1167 明治 42 測図 大正 01/08/15（印刷図）
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元年 8月 15 日発行）の正式図をつなげたものを比較することにする。
1889（明治 22）年測量の仮製図と 1909（明治 42）年測量の正式図を見比べると、1889（明治 22）年
の市制時以降の約 20 年間の市街地の拡大が看取される（第 2図）。仮製図の時点での市街地は、当時
の上京・下京の範囲であるが、1889（明治 22）年の市制までに編入した、愛宕郡聖護院村字大石原お
よび二条畑や、岡崎村・聖護院村・吉田村・浄土寺村・南禅寺村・鹿ケ谷村・粟田口村、今熊野村・
清閑寺村などでは、田や畑地が多くみられた。しかし、正式図の時点では、それらの地域の市街化
が進行するとともに、西陣地域にみられた旧藩邸などの空地の市街化が進んでいる。
この時期の京都では、1890（明治 23）年の琵琶湖疎水の開削、1895（明治 28）年の岡崎での内国勧
業博覧会の開催と、それに合わせて建設された平安神宮、さらには伏見から京都駅、続いて岡崎まで
の、日本で初めての民間鉄道電車として京都電気鉄道が走り、これらは正式図に現れることになる。
そして、明治後期の 1908（明治 41）年には、第二琵琶湖疎水の建設、それを利用した上下水の整
備、および道路拡築・電気軌道敷設事業の 3大事業がスタートした 23）。
さらに、当時の市域外であっても、加茂川と高野川に挟まれた下鴨村や、高野川の左岸の田中村
で市街地化がみられる。また、正式図では、1897（明治 30）年に二条駅・嵯峨駅で開業した京都鉄道
が、1909（明治 42）年までには京都駅・園部間に延伸され、国有化された鉄道として描かれている。
その二条駅周辺の千本通や三条通沿いで市街地が拡大し、工場なども立地し始める 24）。
市制がひかれた 1889（明治 22）年の京都市の人口は 279,165 人、世帯数は 63,682、面積は 29.77㎢
であった。その後、着実に人口が増加し、正式図が測量された 1910（明治 43）年までには、人口は

第 2図　2万分の 1の仮製図と正式図
注）市町村境界は、筑波大学「歴史地域統計データ」を利用した（注 9）④）。

a）仮製図 b）正式図
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約 1.7 倍の 47 万人に達した 25）。このことは、京都市域内での市街化が急速に進展していることを指
し示している（第 3図）。
明治期の都市は、工業化に合わせて多数の労働人口を農村から吸収するが、京都市の人口も増加
する。そして、明治末から大正初期の京都でも郊外化が進行し、周辺町村での人口が急増する。し
かし、中川 26）は、同時期に東京や大阪でみられるような郊外電車を前提とする中・上流サラリーマ
ンによる郊外化は、京都では当時みられず、その中心は重税負担を免れるためのブルカラーの薄給
層であったと述べている。その後の大正期の郊外化、および人口増加は、後述の 1918（大正 7）年の
京都市域の拡大以降に始まる土地区画整理事業によって進展することになる 27）。
なお、本研究では、市街地の拡大を中心にみてきたが、これら 2つの地形図からは、当時の田畑
や山林の植生などの土地利用の変化なども明らかにすることができるし 28）、現在では、埋め立てら
れたり、暗渠化された小河川をとらえることもできる。これらの中縮尺からの地形図を活用した詳
細な過去の景観復原も期待される。そのためには、ラスタ形式の GISデータをベクタ形式に変換す
る必要がある。バーチャル京都プロジェクトにおいて、仮製図に関しては、「京都」・「伏見」を中心
に周辺図幅を含めた範囲、同じく正式図に関しては、「京都北部」・「京都南部」を中心に周辺図幅を
含めた範囲のベクタ GISが作製されている。そして、土地利用としては、建物密集地、建物敷地、
集落、墓地、盛土、畑地、水田（正式図では田）、陸田（正式図では田）、果樹園、茶園、茶園・果樹園
（正式図では該当なし）、ブドウ畑（正式図では該当なし）、桑畑、草地、荒地、森林、水域、湿地、石原、
砂地、空き地、道路、鉄道、その他などを設定している。ここでは、仮製図と正式図から市街地（建
物密集地、建物敷地、集落）を抜き取って地図化し（第 4図）、面積を求めた。その結果、明治 22 年頃
から、明治 43 年ころまでの間に、地図の範囲で、18.92km2 から 22.65km2 へと約 16.5%増加したこ
とが分かる。

第 3図　近世京都市の人口推移
注）1942 年はデータ無し。
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第 4図　仮製図と正式図のベクタGIS

c）仮製図と正式図の市街地の重ね合わせ

a）仮製図のベクタ GIS b）正式図のベクタ GIS

凡　例
仮製図 正式図

市街地
建物密集地
建物敷地
集　落

田・畑など

水　田
田

陸　田
畑　地 畑

桑　畑
草　地
茶　園
果樹園

ブドウ畑 （なし）
森　林 森　林
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仮製図と正式図は 2万分の 1の中縮尺の地形図であるために、街路の骨格を特定したり、密集し
た市街地の拡大を面的にとらえることができるが、家屋の形状などを正確にとらえることは難しい。
そのためには、より大縮尺な地図が必要となる。

Ⅲ．大正元年『京都地籍図』

明治期の地籍図は、明治前期に行われた壬申地券交付事業、地租改正事業、地押調査、地籍編製
事業の 4つの事業において作製された地籍図と、1889（明治 22）年の土地台帳規則施行による土地台
帳付属地図の官製地籍図があり、それらを市町村ごとに編集・作成した民間地籍図がある 29）。
京都では、1912（大正元）年に京都地籍図編纂所によって『京都地籍圖』及び『京都市及接續町村
地籍圖附録』が発行された 30）。この『京都地籍図』は、およそ 20cm× 27cmの横長のカード形式
で、同一の当時の元組に含まれるいくつかの町をまとめて 1枚に収めたものであり、上京区ノ部で
155 図、下京区ノ部で 152 図、接合図で 68 図と合わせて、375 図からなる。それぞれ縮尺が異なる
が、1,200 分の 1から 2,000 分の 1の範囲にある。『京都地籍図』には、地番が付された土地区画（地
筆）が示されており、その地筆の番号が、附録台帳の地番に対応しており、地番ごとに、町名（小
字）、地番、等級、面積、地目、地価、所有者住所（当該地に居住しない場合）、所有者が記されてい
る。

第 5図　『京都地籍図』の土地利用分布
注）背景図は正式図。
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この『京都地籍図』を用いて、これまで都心部や上七軒など特定の地域を対象に分析がなされて
きたが 31）、それら断片化された地籍図をつなぎ合わせて、全域を地図化する試みは、バーチャル京
都プロジェクトが初めてとなる。
また、GISのジオレファレンスを用いて、現在の地図との重ね合わせを行い、さらに全ての地筆

はポリゴンとしてベクタ化した。その中に約 6万件あるすべて地筆の情報がデータベース化されて
おり、全域の地価や地目の地図化や、所有者の名寄せなども可能となっている。例えば、井上 32）は、
この GIS化された地筆のポリゴンデータと附録台帳データベースを用いて、各地筆の等級を地図化
し、京都市域全体の当時の地価分布を明らかにしている。同様に、ベクタ化された GISデータを用
いれば、地目データから、当時の土地利用図も描くことができる（第 5図）。
この『京都地籍図』の描かれた時期はちょうど前章の正式図が作製された時期と対応している。例
えば、仮製図から正式図で大きく変化した土地の地目変更や所有者の特定など、他の地理空間情報
との重ね合わせによる研究が期待される。明治末から大正期にかけての市街地の拡大の要因として、
京都市と周辺村の税負担の不均衡をあげた中川 33）は、『京都地籍図』の台帳に示された所有者から
朱雀村の広域宅地所有者を特定し、さらに『京都商工人名録』などから彼らの職業を調べあげ、資
産家が郊外の借家経営に乗り出していることを明らかにしている。

Ⅳ．京都市都市計画図

日本で初めての都市計画法（大正 8年法律第 36 号）は、「都市の秩序ある発展を期する為其の交通、
衛生、保安、経済等に関する重要施設の計画を執行するに適当なる法規を制定するの必要あり」と
して 1919（大正 8）年に制定された。この法は、当時の東京市区改正条例を準用したもので、1920
（大正 9）年の法施行とともに法の適用を受けた 6大都市、大正 12 年勅令第 276 号による 25 都市、と
順次拡大していった。京都市は最初の 6大都市に含まれ、1922（大正 11）年に都市計画区域が指定さ
れ、同年に防火地区、1924（大正 13）年に用途地域が指定された 34）。その際に京都都市計画地域指
定参考図として、5万分の 1の地形図上に色塗りがなされた 35）。
この策定に使用された思われるものが、大正 11 年刊行の 3千分の 1の京都市都市計画図（大正 11

年測図）である 36）。その後、1929（昭和 4）年、1935（昭和 10）年、1953（昭和 28）年、1958（昭和 33）
年（一部）に刊行されている（第 2表）。バーチャル京都プロジェクトでは、大正 11 年版と昭和 4年
版の京都市都市計画図をスキャニングし、昭和 10 年版と昭和 28 年版は京都市がデジタル化したも
のを取り込み、それら全てを GIS上で閲覧できる状態にある。

第 2表　京都市都市計画図の一覧
京都市都市計画図 測図・修正年 枚数

大正 11 年版 大正 8年測図 63
昭和 4 年版 昭和 4 年修正図 20
昭和 10 年版 昭和 10 年修正図 63
昭和 28 年版 昭和 27 ～ 29 年修正図 63
注 1）　大正 11 年版の多くは大正 8年測図であるが、周辺には 11 年測図のものもある。
注 2）　四条烏丸は昭和 2年にも修正あり。
注 3）　昭和 33 年版は「静市」「村松」「蟻ヶ池」「岩倉」が作成されているものの、デジタル化・GIS化は行っていない。
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大正 11 年京都市都市計画図は、当時の京都市域全域をカバーして測量された、最も古い大縮尺の
地図であり、B1 サイズに近い約 155cm× 95.5cmの大きさで 63 図面からなる。この都市計画図は、
平安京の街路遺構を特定できる貴重な資料として、1994 年に作製された『平安京復元模型』の基礎
としても活用された 37）。
これらの都市計画図を経年的に並べると、当該地域の市街化の変化を的確にとらえることができ
る。ここでは、現在の北野白梅町周辺の「船岡山」、「聚楽廻」の大正期から昭和にかけての変容を
みることにする（第 6図）。この地域は、大正 8年の旧都市計画法の下で、京都市で行われた 49 の土
地区画整理事業の中の「西第三」、「西第五」を含む範囲である 38）。北側の「西第三」は 1935（昭和
10）年 6月 26 日に、南側の「西第五」は 1938（昭和 13）年 6月 21 日にそれぞれ認可され、両地域と
も 1960（昭和 35）年 3月 29 日に換地が終了する。とりわけ、西大路通は、明治末期から大正期に掛
けて行われた京都三大事業での道路拡張に続き、市区改正道路（都市計画道路）として、京都市電の
敷設とともに昭和初期に開通し、1943（昭和 18）年に京都市電西大路線の円町と白梅町間がつながる
39）。
大正 11 年版には、東西に一条通が走り、一条通の紙屋川西 200mに 1905（明治 38）年頃に建設さ

れた藤村岩次郎邸と、佐井川の西に藤村氏が 1912（明治 45）年に建設した住宅地「衣笠園」がみら
れる 40）。藤村岩次郎は、京都綿糸ル株式会社の社長として財をなし、この地に居を構え、近くに衣
笠園という住宅専用地域を作ったのである。その後、図の東端の馬代一条の南東角には 1918（大正

第 6図　京都市都市計画図（北野白梅町周辺）

a）大正 11 年 b）昭和 4年

c）昭和 10 年 d）昭和 28 年
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7）年に設置された日活大将軍撮影所の建物がみられる 41）。また、紙屋川は衣笠村が 1918（大正 7）年
に京都市と合併するまでは、衣笠村と京都市の境であったが、紙屋川の一条通付近には、豊臣秀吉
の御土居の土塁が明瞭に描かれている。
ここで、前章の明治末期の状態を描いた『京都地籍図』でこの地域をみると、第 9図のようにな
る。なお、紙屋川の西は、衣笠村で接合部にあたり、その北西部は対象外で図面はない。各地筆の
地目をみると、衣笠村では、一条通沿いの住宅を除くと、南部は田、北部は畑となっている。一条
通より南の紙屋川右岸では、御土居は畑、御土居と紙屋川の間は河原畑の地目が、左岸には森林の
地目がみられる。大正 11 年版の都市計画図では、これらはいずれも竹林であったようである。
さらに、土地の所有者をみると、この一帯は、藤村岩次郎と同僚の小林銀三の土地がみられ、こ
のほか、田中宇一郎の名前がみられる。それゆえ、この地域の土地の多くは、当時の資産家に明治
末に購入されていたことが分かる（第 7図）。
昭和 4年版には、1925（大正 14）年 11 月に北野～高雄口（現宇多野）間の嵐山電気鉄道北野線が開

通し、北野天満宮の門前の北野駅と、道路計画の破線がみられる馬代通沿いに小松原駅がみられる
（現在の踏切の東）。この地図には、計画されている西大路通と北野線沿いで北野天満宮の門前に向か
う今出川通が破線で描かれている。大正 11 年版では、田・畑であった一条通沿い衣笠園周辺の市街
地化が進み、紙屋川周辺にみられた御土居の土塁はその痕跡がなくなっている。
次に、区画整理が始まる昭和 10 年版をみると、北野線の北側の区画整理事業「西第三」（昭和 10

年認可）の地域では、馬代通と西大路通、紙屋川で明瞭で整然とした街区が形成されている。しか

第 7図　大正元年『京都地籍図』上の土地所有者（北野白梅町周辺）
注）背景図は、大正 11 年版京都市都市計画図。



近代京都の歴史 GISのための地理空間情報の整備

266

223

し、北野線の南側の区画整理事業「西第五」（昭和 13 年認可）の地域では、衣笠園の一条通を挟んだ
南側で区画が形成されるも、西大路通は破線のままで描かれている。また、一条通の南側の紙屋川
右岸にみられた御土居の跡が市街化されているのもわかる。
昭和 28 年版は、昭和 10 年版に朱で加筆が加えられたものである。多くは戦後の市街化と思われ
るが、北野線の北側の「西第三」の区画ではほとんど市街化はみられず、1952 年に設置された洛星
中学校の校舎がみられる。一方、北野線の南側の「西第五」の区画は、1939（昭和 14）年に北大路通 -

九条通で西大路通が完成し、1943（昭和 18）年には京都市電西大路線の円町と白梅町間が開通して、
千本北大路までつながる。また、一条通の北側の紙屋川左岸の御土居跡も市街化されている。この
後、1958（昭和 33）年 7月に、今出川通の拡幅と京都市電今出川線の延伸に伴って、北野線の終点が
西大路通の北野白梅町駅ができるまで、この状態が続く（この時に、北野線小松原駅も廃止される）。
このように、4時点の京都市都市計画を比較することによって、京都市の市域が拡大する 1922（大

正 11）年から戦後の 1953（昭和 28）年までの京都の景観を物語る。特に、大正期から始まる区画整
理事業の地域ではその市街化を詳細にとらえることができる。
なお、バーチャル京都プロジェクトでは、大正 11 年京都市都市計画図の中心部の 24 図面を対象
にベクタ化を実施した。ここでは、中心部のラインデータとして、鉄道（鉄道、電気鉄道）、道路、水
域を、そして、ポリゴンデータとして、建物（市街地面を含む）、水域（河川、池）を特定している。
GeoTif形式でラスタ化された都市計画図は重ね合わせを可能とするが、市街地や水域等の面積計算
や、駅からの距離バッファなどの空間分析には、ベクタ化された GISデータが必要であるが、その
作業には膨大な時間を要する。しかし、ベクタ化された都市計画図により、経年的な空間分析も含
め、さらなる空間分析の可能性が広がることが期待される。

Ⅴ．『京都市明細図』

『京都市明細図』は、2010 年 9 月に京都府立総合資料館内で未公開資料として発見され、その存在
が確認された。その表紙には、「大日本聯合火災保険協会京都地方会」による作製と記されているこ
とから、戦前に東京都など大都市で作成された「火災保険特殊地図」の類と考えられている 42）。ま
た、発行年月日が示されていないが、表紙には「昭和 2年 7月改定」の貼紙があることから、昭和
2年 7月以前に発行されたものと推察されている。
しかし、この『京都市明細図』には、戦後のものとされる着色・書き込みや貼紙がなされており、
昭和 2年以前の状況を必ずしも示したものではない。京都府総合資料館の解説によると、資料館版
は、1927（昭和 2）年頃から 1951（昭和 26）年頃までに図面に訂正・加筆などが行われている 43）。具
体的には、建物の形状と漢数字による地番のほか、階数、一部の建物の建材、防火栓なども記載さ
れている。建物のうち、住宅には緑、企業や商店には赤、工場には青、社寺には黄色などが着色さ
れ、建物の用途や企業名、販売品目も記載されるなど、とにかく建物に関する詳細な情報が直接図
面に描かれている。現在、これら約 16 万件ある建物のベクタ化を行っており、建物の種類（色）、階
数、事業所名などを属性データとして入力している 44）。これを用いれば、戦後京都の繊維関連の事
業所の分布などを明らかにすることができる。
そして、2014 年 9 月に、京都市南区の旧家、長谷川家住宅において、一切手が付けられていない
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『京都市明細図』の原図が発見された。その結果、『京都市明細図』は、1枚の図面の大きさは 38cm

× 54cm程度（約 A2 サイズ）で、当初は、図面 284 枚、表紙 1枚、索引図 4枚の合計 289 枚で構成さ
れたことが確認された。地図の図面は、4方位で区分した南東部 SE、北東部 NE、南西部 SW、北
西部 NWの 4つに分けられ、それぞれの索引図がある。長谷川家住宅の『京都市明細図』では、
NW97 が欠けており、総合資料館のものでは、3枚の図面が欠けており、索引図にはない 3つの図面
（SW30、NW62、NW63）が追加されている。
長谷川家住宅の『京都市明細図』の内容をみると、河原町通の四条より北で、道路拡幅がされ、市
電が敷設されていることから、少なくともその市電が開通した、1926（大正 15）年 7月 8日以降に発
行されたことがわかる。一方、京都府立総合資料館の『京都市明細図』に関しては、① 1927（昭和
2）年 7月までに作成され、その後少なくとも 1942（昭和 17）年まで部分的な更新が行われたこと、
② 1944（昭和 19）年から 1945（昭和 20）年に行われた建物疎開事業の参考資料として用いられたこ
と、③建物への着色は、1950（昭和 25）～ 1951（昭和 26）年までの間に行われたこと、が現段階で指
摘されている 45）。
したがって、これら現存する 2つの『京都市明細図』を比較することによって、昭和初めから戦
後の占領期の京都の変化を明らかにすることができる。さらに、前章の同時期の 4つの 3千分の 1
の京都市都市計画図と比較することによって、より詳細な変化をとらえることができる。すなわち、
発行年に着目すれば、大正 11 年、昭和元年頃、昭和 4年、昭和 10 年、昭和 20-26 年頃、昭和 28 年
の 6時点の比較が可能である。
ここでは、前章でみた、北野白梅町周辺の嵐山電鉄北野線沿線の馬代通から紙屋川までの一条通
の変化をみることにする（第 8図）。ここは明治末の衣笠園、そして 1938（昭和 13）年に始まる「西
第五」区画整理事業の地域で、『京都市明細図』から昭和初期と戦後の比較が可能である。前述のよ
うに、都市計画図は 3千分の 1であるが、『京都市明細図』は 1200 分の 1であり、建物 1つ 1つを
識別できる。また、同時期の空中写真もありそれらとの比較も可能である。
大正 11 年版都市計画図、長谷川家住宅の『京都市明細図』（昭和元年頃）、昭和 4年都市計画図を
見比べると、一条通沿いの市街地化を詳細に比較できる。都市計画図でも戸建て住宅で大きなもの
は 1つ 1つが識別できるが、棟続きの建物や密集した市街地は網掛けとなり判別不可能となる。田、
畑、果樹園などの土地利用記号は、『京都市明細図』にも描かれるが、都市計画図の方が情報量が豊

第 8図　『京都市明細図』（北野白梅町周辺）
a）長谷川家住宅版 b）京都府立総合資料館版
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富である。ただし、『京都市明細図』には、『京都地籍図』と同様に、土地の区画が示され、数字で
地番が記入されている（第 9図）。ここで、1927（昭和 2）年京都市空中写真と比較すると（第 10－a

図）、家屋や田、畑などの様子をよりよく理解することができる。かかる空中写真は、1927（昭和 2）
年の夏から秋にかけてに撮影されたものと特定されており 46）、衣笠園周辺の住宅の様子をみると長
谷川家住宅版『京都市明細図』ではまだ宅地化されていない区画が多く、『京都市明細図』の方が時
代の古いことが分かる。しかし、大正 11 年版京都市都市計画では描かれていない、1911（大正 14）
年 11 月開通の北野線が描かれており、それ以降の状況を描いているものといえる。

第 9図　大正元年『京都地籍図』（北野白梅町周辺）

第 10図　空中写真（北野白梅町周辺）
a）1927（昭和 2）年京都市空中写真 b）1946（昭和 21）年米軍空中写真
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次に、戦後の書き込みの見られる京都府立総合資料館版『京都市明細図』と昭和 28 年版都市計画
図と比較すると、西大路通が完成するが、北野線の北側の区画整理事業「西第三」の区画は未だ街
区のみである。その一方で、北野線の南側の「西第五」の区画は、住宅が密集していることが分か
る。この様子は、比較的時期の近い、1946（昭和 21）年米軍空中写真でも確認することができる。都
市計画図では市街化された住宅は網掛けで面的に表現されるが、『京都市明細図』では、1つ 1つの
建物が、住宅や事業所などに区別して表現されており、戦後期の京都の様子を物語る重要な地図の
1つであることが分かる。

Ⅵ．おわりに：WebGISによると地図閲覧システムの構築に向けて

平安時代から現在までの歴史都市京都の景観復原を目的としたバーチャル京都プロジェクト 47）で
は、その一環として、近代京都の明治中期から戦後にかけての測量された中縮尺・大縮尺の紙地図
を収集し、そのデジタル化・GIS化を行ってきた。本研究では、近代京都の歴史 GIS研究をさらに
推進するためにそれら基本的な地理空間情報の概要を述べるとともに、その関連研究の可能性につ
いて言及した。
本研究で紹介した、明治期から戦後期までの GIS化された地図を再度一覧すると第 3表のように

なる。これらの大半は、立命館大学文学部地理学教室、アート・リサーチセンター、歴史都市防災
研究所において、作成されたものである。これらの地図は、中縮尺・大縮尺の地図であるために、京

第 3表　バーチャル京都における近代京都の基本GIS 一覧
図幅名等 測量／修正年 発行年月日 作成者 所蔵・備考

仮製図

「京都」jk2305＊ 明治 22 測量 明治 25/03/29（コピー）

大日本帝國（旧陸
軍）陸地測量部 国土地理院

「京都」jk502 明治 22 測量 明治 25/03/29（印刷図）
「伏見」jk2315＊ 明治 22 測量 明治 25/10/29（コピー）
「伏見」jk2660 明治 22 測量 明治 28/09/01（コピー）
「伏見」jk475 明治 30 修正 明治 30/10/30（印刷図）

正式図
「京都北部」s1166＊ 明治 42 測図 大正 01/08/30（印刷図）
「京都南部」s1167＊ 明治 42 測図 大正 01/08/15（印刷図）

京都地籍図 大正元年＊ 大正元年 京都地籍図編纂所 立命館大学図書館

京都市都市計画図

大正 11 年版＊ 大正 11 年測図

京都市都市計画局

京都大学文学部
昭和 4 年版 昭和 4 年修正図 京都府立総合資料館
昭和 10 年版 昭和10年修正図 京都市

昭和 28 年版 昭和 27 ～ 29 年
修正図 京都市

京都市明細図

京都府立総合資
料館版＊

昭和 2年頃から昭和 26
年頃までに図面に訂
正・加筆 大日本聯合火災保

険協会京都地方会

京都府立総合資料館

長谷川家住宅版 昭和元年頃 長谷川家住宅（歴史・
文化・交流の家）

昭和 2年空中写真 昭和 2年 京都市 京都大学附属図書館
昭和21年空中写真 昭和 21 年 10 月 米軍 国土地理院
注）＊はベクタ GISを作成
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都市域を覆う場合、複数の図幅をスキャナでデジタル化した後、それらを GISのジオリファレンス
機能を用いて、現在の地図と重なり合うようにつなぎ合わせた。そしてさらに、GeoTif化する作業
が必要である。これらの GeoTifファイルは、Google Maps APIや ArcGIS Onlineを用いることに
よって、Web表示が可能となる。これまで、京都府立総合資料館の『京都市明細図』や、都市計画
図を一般公開している 48）。
今後は、第 3表にあげた地図を Google Maps APIや ArcGIS Onlineを通して順次公開していく予

定である。
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Management of Geo-spatial Data of Modern-era Kyoto for Historical GIS

by
Keiji Yano

Geographic information systems (GIS) have been facilitating rediscovery of geographic space in geography 

as well as history and the other humanities. For example, the humanities, especially the emerging, 

interdisciplinary Digital Humanities, has been focusing on “space.” This paper, therefore, discusses how to 

manage GIS-based geo-spatial data of modern-era Kyoto in order to promote historical GIS.

As part of the Virtual Kyoto project, we have constructed vast amounts of GIS data related to Kyoto 

between the late eighth century when it was established as the capital of Japan, and the present day. This 

paper demonstrates several GIS maps of modern-era Kyoto between the Meiji and the postwar era, pointing out 

further challenges facing when using the GIS. In the modern-era Kyoto exact and detailed maps at large-scale 

level appeared, and these maps are used by historical geographers as well as other humanities researchers. 

These maps include: old topographic maps (Kasei-zu and Seishiki-zu) in the Meiji era; Kyoto cadastral maps 

(Kyoto chiseki-zu) in 1912; Kyoto planning maps (Toshi-keikaku-zu) in 1921, 1929, 1935 and 1953; and Kyoto 

large-scale maps (Kyotoshi-meisai-zu) in the early Showa era and the postwar era. Additionally we provide a 

WebGIS-based application which allows us to compare maps, discussed in this paper.


